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論　　文　　の　　要　　旨
　雌の配偶子である卵に雄の配偶子である精子が入り両者の核が融合するまでの受精過程は細胞学
的にも発生学的にも興味深い現象を含んでおり，その背景にある機構の解明は分子生物学の重要課
題の一つである。受精過程には。精子の鞭毛運動ラ精子星状体の運動ラ前核の運動など幾つかの細
胞運動が関与しており，これらの運動の基礎となる微小管糸等の細胞骨格の動態が注目されてきた。
しかし、受精に関与する細胞骨格の多くはラ発生のプログラムの中でタイミングよく構築1消失す
る一過性で動的なものであるので，これらの現象解析は殆んど進展していなかった。
　著者は受精過程でみられる細胞運動の中で雌性前核と雄性前核が運動し互いに融合する現象の機
構を解明するため、透明な細胞質をもつタコノマクラ卵を用い精子星状体の運動ラ前核の運動を中
心にヨ種々の手法や技術を用いて解析を試みた。前核融合に至るための細胞運動に精子星状体が重
要な役割を果している新知見を提示し実証したのが本論文の主たる内容で，全体は4章からなる。
　第1章においては，微分干渉顕微鏡を便用してタコノマクラの受挿過程を観察および映画撮影し
て精子星状体や前核の運動様式を調べた。精子星状体は精子頭部後端付近を中心として放射状に形
成される。微小管よりなる星糸は初期には外側に向って対称的に伸長するがラー部が卵表に到達後
は卵中央側の伸びが速くなり非対称となり星状体全体が卵中央に向って運動する。星状体では星糸
に沿って中心方向への細胞内穎粒の速い運動がみられた。星糸の先端が雌性前核の表面に到達する
一374＿
と前核は星状体の中心に向って運動を開始することが観察された。
　第2章では精子星状体の運動機構を調べるためr微小管のサブユニットであるチューブリンと結
合し微小管への重合阻害をするコルセミドを用いラ波長365nmの紫外線で卵の局部照射をすることに
よってコルセミドの阻害効果を消失させる系を確立させ，その効果から星状体の動態を検討した。
その結果，星状体は非対称であるとそれ自体の運動が起ることヨ星糸の長さに比例した運動カが発
生していることが見いだされた。また，雌性前核の運動は星状体の形成に依存し冒星糸の到達なし
には前核の運動が起らぬことラさらに運動開始後でも星状体を消失させると運動が停止することな
どの新しい知見を示した。
　第3章では星状体申心と雌性前核間の牽引力が働いていることに着目しラ卵内注射したポリスチ
レン粒子の星状体での運動を解析した。外来性ポリスチレン粒子も星糸に沿って星状体中心へ運動
することが観察されヨその運動はコルセミドで阻害されラ紫外線局部照射で局部的に再開されるこ
とからヨ微小管の関与が明示された。
　第4章では工夫した微量注射技術を用いて受精に伴う卵内pH変化を測定しヨ星状体形成。核の運
動との関係を調べた。卵は受精後数分でpHが6．5～6．7から710～7．2に上昇する。pH上昇を緩衝液
注入で抑えると星状体形成が阻止されヨ別の緩衝液注入でpHを7．O～7．2に上昇させると星状体形成
が起ることが判りヨ星状体形成1伸長はpH依存性であることを示した。
　結論としてヨ雌性前核の星状体中心への運動が精子星状体の運動特性によって支配されているこ
とが示された。
審　　査　　の　　要　　旨
　本研究ではヨ時々刻々に変化する受精過程における細胞運動の機構を、優れたアイディアと繊細
な熟練技術とを組み合せた手法を駆便することによって明らかにした。特にサ微小管を主成分とし
た精子星状体が雌雄前核の核融合に至るための細胞運動に重要な役割を持ち，星状体それ自体が星
糸の長い方向へ運動することができる構造であることおよび星状体の中心に向って粒子を運動させ
ることができる構造であることを明示した点は国際的にも大変注目されている研究成果である。こ
の成果は，単に受精過程の雌雄前核の融合に至る運動の本質を明らかにしたにとどまらずヨ通常の
核分裂に於ける染色体の紡錘体極への移動や細胞内の穎粒や物質の輸送等の共通性をもった現象の
機構解明に重要な示唆を提供するものでありヨ細胞運動に関する研究分野の発展に貢献する業績と
して高く評価される。
　よってヨ著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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